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連
日
、
う
だ
る
様
な
暑
さ
が
続
い
て
い

ま
す
。
体
調
管
理
は
万
全
で
す
か
。 

三
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
熱
中
症
警
戒

ア
ラ
ー
ト
、
今
年
四
月
か
ら
熱
中
症
特

別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
の
運
用
が
始
ま
り
ま
し

た
。
当
地
で
も
七
月
初
旬
か
ら
発
令
回

数
が
日
毎
に
増
え
て
い
き
、
中
旬
に
入
り

連
日
発
令
さ
れ
て
、
毎
日
が
体
温
を
超

え
そ
う
な
猛
暑
日
の
連
続
で
す
。
こ
の
猛

暑
続
き
の
中
、
特
に
屋
外
作
業
を
さ
れ
て

い
る
会
員
の
方
々
は
、
体
調
維
持
に
四
苦

八
苦
の
状
況
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
状

況
に
よ
っ
て
は
躊
躇
な
く
作
業
中
止
の
決

断
も
大
事
で
す
。 

あ
と
半
月
も
す
れ
ば
朝
夕
は
凌
ぎ
易

い
と
言
え
る
日
が
来
る
こ
と
を
期
待
し
つ

つ
無
理
を
せ
ず
、
こ
の
異
常
な
暑
さ
を
う

ま
く
乗
り
切
り
た
い
も
の
で
す
。 

六
月
二
十
四
日
定
時
総
会
、
七
月
二

十
四
日
定
期
理
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

   

令
和
六
年
六
月
二
十
四
日
㈪
午
後
二

時
か
ら
ア
デ
リ
ア
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ

ー
一
階
多
目
的
ホ
ー
ル
で
定
時
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
出
席
者
は
五
十
九

名
、
委
任
状
提
出
者
は
百
五
十
四
名
で

し
た
。 

      

【

顕

彰

】 

会
場
に
お
い
て
顕
彰
者
の
賞
状
等
の
授

与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
表
彰
状
受
彰
者
は
、

会
員
が
十
二
名
、
役
員
が
二
名
で
、
感
謝

状
受
彰
者
は
、
会
員
が
十
二
名
で
し
た
。 

【

来

賓

祝

辞

】 

公

務
ご
多

忙
の

中
ご
臨
席
を
賜
り

ま
し
た
ご
来
賓
の
岩

倉
市
長
久
保
田
桂

朗
様
、
岩
倉
市
議

会
議
長
関
戸
郁
文

様
、
愛
知
県
議
会

議
員
高
桑
敏
直
様

か
ら
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
へ
の
お
祝
い

と
温
か
い
激
励
の
お

こ
と
ば
を
賜
り
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

【

議

事

】 

議
長
選
出
を
行
い
、
議
長
に
は
長
戸

康
雄
会
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

議
案
は
二
件
あ
り
ま
し
た
が
、
提
案
ど

お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

報
告
に
つ
い
て
は
、
定
款
第
四
十
二
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
四
件
報
告
さ

れ
ま
し
た
。 

議
案
並
び
に
報
告
に
つ
い
て
は
、
総
会

の
議
案
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

総
会
終
了
後
、
表
彰
者
の
写
真
撮
影

が
あ
り
解
散
と
な
り
ま
し
た
。 

     

七
月
二
十
四
日
㈬
午
後
一
時
三
十
分

か
ら
、
岩
倉
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
三
階

視
聴
覚
室
兼
研
修
室
に
お
い
て
定
例
の

理
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
議
案
審
議
】 

㈠
会
員
の
募
集
方
法 

会
員
募
集
の
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
等
に

つ
い
て
半
日
就
労
で
も
可
能
で
あ
る
旨
を

載
せ
、
応
募
の
ハ
ー
ド
ル
を
低
く
し
、
応
募

会
員
広
報 

七
月
理
事
会 

令
和
六
年
度
定
時
総
会 

赤堀会長 

市長 市議会議長 県議会議員 
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者
を
増
や
す
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。 

【

報

告

事

項

】 

㈠
会
員
の
入
退
会
状
況 

六
月
末
の
会
員
数
は
表
の
と
お
り
で
す
。

五
月
と
六
月
の
入
会
者
数
は
男
性
四
人

女
性
四
人
の
計

八
人
。
退
会
者

数
は
男
性
十
三

人
女
性
十
九
人

の
計
三
十
二
人

で
、
差
し
引
き
二

十
四
人
減
と
な

り
ま
し
た
。
四
月

か
ら
の
累
計
で
は

二
十
人
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

入

会

者

は
、

六
十
歳
代
が
三
人
、
七
十
歳
代
が
四
人
、

八
十
歳
代
が
一
人
で
す
。
退
会
者
の
退

会
理
由
で
は
、
会
費
未
納
に
よ
る
資
格
喪

失
が
十
七
人
、
次
い
で
病
気
四
人
、
加
齢

が
三
人
、
死
亡
が
二
人
、
そ
の
他
六
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

 ㈡
事
業
運
営
状
況 

四
月
、
五
月
の
二
か
月
累
計
で
、
全
体

と
し
て
は
ほ
ぼ
前
年
並
み
で
す
。
派
遣
事

業
に
お
い
て
、
件
数
増
に
対
し
て
就
業
時

間
及
び
収
益
が
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
発

注
者
側
か
ら
の
時
間
削
減
に
よ
る
も
の
で

す
。 

【

そ

の

他

】 

病
気
療
養
の
た
め
休
職
し
て
い
た
野
田

彰
仁
主
査
か
ら
退
職
願
が
提
出
さ
れ
、

七
月
十
九
日
付
で
退
職
し
た
旨
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。 

              

『
会
員
手
帳

2
0
2
5

年
版
』
の
予
約
を

受
付
け
ま
す
。
締
切
日
を
過
ぎ
て
か
ら
の

追
加
申
し
込
み
は
お
受
け
し
か
ね
ま
す
の

で
お
忘
れ
な
く
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

締
切
り 

九
月
三
十
日
㈪ 

代
金 

三
百
三
十
円 

申
込
み
方
法 

代
金
を
添
え
て
セ
ン
タ
ー

事
務
局
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

    

安
全
講
習
会
と
シ
ル
バ
ー
の
日
の
活

動
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

今
年
の
安
全
講
習
会
は
、
愛
知
県
警

察
の
防
犯
活
動
専
門
チ
ー
ム
「
の
ぞ
み
」

に
よ
る
寸
劇
を
取
り
入
れ
た
防
犯
教
室

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
シ
ル
バ
ー
の
日

の
活
動
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
活

動
を
行
い
ま
す
。 

日
時 

十
月
二
十
五
日
㈮
午
後
一
時
三

十
分
～
三
時
三
十
分 

場
所 

岩
倉
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
三
階

視
聴
覚
室
兼
研
修
室 

講
師 

愛
知
県
警
察
本
部
防
犯
活
動
専

門
チ
ー
ム「
の
ぞ
み
」 

清
掃
奉
仕 

防
犯
教
室
終
了
後
の
午
後

三
時
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
活

動
を
行
い
ま
す
の
で
、
作
業
の
で
き

る
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

定
員 
四
十
人
に
達
し
次
第
、
受
付
を
終

了
し
ま
す
。 

  

    

「
い
わ
く
ら
市
民
ふ
れ
愛
ま
つ
り
」
の
臨

時
駐
輪
場
整
理
と
下
足
用
袋
配
布
の
業

務
の
就
業
者
を
募
集
し
ま
す
。
半
日
交

代
の
作
業
で
す
。
就
業
を
希
望
さ
れ
る
か

た
は
、
事
前
に
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。 

日
時 

十
一
月
九
日
㈯
・
十
日
㈰ 

午
前
九
時
三
〇
分
～
午
後
十
二

時
三
〇
分
、
午
後
十
二
時
三
〇
分

～
午
後
三
時
三
〇
分 

場
所 

臨
時
駐
輪
場
整
理
は
ま
つ
り
会

場
臨
時
駐
輪
場
、
下
足
用
袋
配

布
は
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

内
ア
リ
ー
ナ
会
場
入
り
口 

打
合
せ
会 

事
前
に
打
合
せ
会
を
開
催

し
ま
す
。
日
時
は
応
募
者
に
個

別
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

    

愛
知
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合

会
の
主
催
で「
剪
定
」
技
能
講
習
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、

事
務
局
に
あ
る
申
込
書
に
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。 

そ
の
他
の
お
知
ら
せ 

会

員

手

帳

予

約

受

付 

※画像は 2024 年版のものです 

「

剪

定

」

技

能

講

習 

参

加

者

募

集 
安
全
講
習
会
・
シ
ル
バ
ー
の

日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

い
わ
く
ら
市
民
ふ
れ
愛
ま
つ

り
臨
時
駐
輪
場
整
理
等 

計 男 女

４月当初 301 179 122

６月 末 281 171 110

増 減 △20 △8 △12

会員数
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日
時 

十
一
月
十
二
日
㈫ 

午
前
九
時
三
〇
分
～
午
後
四
時

三
〇
分 

場
所 
小
牧
市
大
字
西
之
島 

小
牧
市
西
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー 
多
目
的
室 

申
込
期
日 

十
月
一
日
㈫
～
二
十
四
日
㈭ 

   

し
め
縄
は
周
囲
の
汚
れ
を
清
め
、
災
い

な
ど
の
侵
入
を
防
ぐ
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
、

正
月
に
多
く
の
家
庭
で
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。 

今
年
も
会
員
の
皆
様
を
対
象
と
し
て
、

左
記
の
要
領
で
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

日
時 

十
二
月
五
日
㈭
午
前
十
時
～ 

場
所 

岩
倉
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
三
階

視
聴
覚
室
兼
研
修
室 

募
集
人
数 

先
着
順
で
二
十
人
ま
で 

参
加
費 

無
料 

 

 

①
市
道
除
草 

時
間 

毎
月
数
時
間 

場
所 

団
地
西
線(

岩
倉
団
地
西
側
歩
道) 

②
配
膳
・
ト
イ
レ
清
掃 

時
間 

毎
日
（
数
人
で
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
） 

配
膳 

午
前
七
時
～
九
時
三
〇
分 

＋
ト
イ
レ
清
掃
二
時
間 

(

配
膳
の
み
ト
イ
レ
清
掃
の
み
も
可) 

配
膳 

午
後
五
時
～
七
時
三
〇
分 

場
所 

一
期
一
会
福
祉
会 

(

北
島
町) 

③
日
曜
資
源
回
収
受
付
業
務 

時
間 

第
一
・
三
㈰ 

午
前
八
時
三
〇
分

～
午
後
十
二
時
三
〇
分 

場
所 

ｅ
ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ 

(

石
仏
町) 

④
日
曜
資
源
回
収
受
付
業
務 

時
間 

第
二
・
四
㈰ 

午
前
八
時
三
〇
分

～
午
後
十
二
時
三
〇
分 

場
所 

防
災
公
園
会
場 

(

川
井
町) 

⑤
分
別
収
集
指
導
補
助 

時
間 

第
四
㈫ 

午
前
六
時
～
八
時
三
〇
分 

場
所 

本
町
北
口
区 

⑥
派
遣(

カ
ー
ト
整
理)

 

時
間 

毎
日 

午
前
九
時
～
午
後
九
時 

(

就
業
時
間
は
内
二･

五
時
間) 

場
所 

ア
ピ
タ
パ
ワ
ー
岩
倉
店 

⑦
広
場
除
草
等 

時
間 

毎
月
数
時
間
（
週
一
回
） 

場
所 

神
明
ふ
れ
あ
い
広
場(

中
本
町) 

※
全
業
務
と
も
同
じ
業
務
を
複
数
の
会

員
が
日
付
や
時
間
を
変
え
て
就
業
す
る

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
担
当
し
ま
す
。
そ

の
他
、
詳
し
く
は
事
務
局
ま
で
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

 

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 

ポ
イ
ン
ト
交
換
状
況 

令
和
五
年
度
の
ポ
イ
ン
ト
交
換
状
況

を
公
表
し
ま
す
。 

申
請
者
は
三
十
人
、
枚
数
は
四
十
六

枚
で
す
。
令
和
四
年
度
と
比
べ
る
と
人

数
で
十
二
人
増
、
枚
数
で
二
十
一
枚
増

と
な
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
五
類
移
行
に
合
わ
せ
て
イ
ベ
ン
ト
を

通
常
規
模
に
戻
し
た
こ
と
等
に
よ
り
、

令
和
四
年
度
に
比
べ
大
幅
に
増
加
し
て

い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
が

始
ま
っ
た
令
和
元
年
度
並
み
で
そ
の
前

年
度
よ
り
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
状
況
で

す
。 今

年
度
は
、
通
常
の
イ
ベ
ン
ト
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
大
い
に
活

用
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
の
特
定

健
診
等
を
受
診
し
ま
す
と
二
ポ
イ
ン
ト

付
与
し
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
の
受
診
と

お
申
し
出
も
お
忘
れ
な
く
。 

 

 

◎
ま
だ
ま
だ
募
集
中
‼ 

前
回
広
報
で
お
知
ら
せ
し
た
「
安
全

標
語
」
及
び
「
川
柳
」
の
募
集
期
間
を

八
月
三
十
日
㈮
ま
で
延
長
し
ま
す
。 

応
募
用
紙
は
事
務
局
窓
口
に
あ
り
ま

す
の
で
、
ま
だ
応
募
し
て
い
な
い
会
員

は
、
振
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

皆
さ
ん
の
力
作
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
‼ 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て 

会
員
の
皆
さ
ん
の
現
況
を
把
握
す
る

た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
す
。

会
員
広
報
と
同
時
配
布
し
て
い
る
用
紙

に
記
入
の
上
、
九
月
六
日
㈮
ま
で
に
事

務
局
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

し

め

縄

作

り

講

習

会 

枚数 ﾎﾟｲﾝﾄ数 4年度 5年度

1 5～9 11 16

2 10～14 7 12

3 15～19 0 2

4 20 0 0

18 30

25 46枚数累計

人数累計
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事
務
局
職
員
人
事
異
動 

理
事
会
報
告
に
も
記
載
し
ま
し
た
よ

う
に
、
休
職
し
て
い
た
野
田
彰
仁
主
査

が
七
月
十
九
日
付
で
退
職
し
ま
し
た
。

会
員
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

 

◎
急
募
‼ 

現

在

、
人

力

除

草

（
草
取
り
）
を
す
る
会
員

が
減
少
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
仕
事
の
依
頼
を

受
け
き
れ
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

今
、
お
手
す
き
の
会
員
の
皆
さ
ん
の
中

で
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

四
方
山
ば
な
し 

あ
ま
り
に
暑
い
の
で
、
外
に
出
か
け

ず
読
書
し
よ
う
と
、
最
近
、『
信
長
公
記
』

の
現
代
語
訳
本
を
読
み
始
め
ま
し
た
。

ご
存
じ
な
い
人
の
た
め
に
念
の
た
め
、

『
信
長
公
記
』
と
は
、
織
田
信
長
の
家

臣
が
１
６
０
０
年
頃
に
書
い
た
信
長
の

伝
記
で
す
。
こ
の
中
に
岩
倉
城
攻
め
の

こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

そ
こ
に
は
「
町
に
放
火
し
て
は
だ
か

城
に
し
、
四
方
を
柵
で
囲
ん
で
二
、
三

か
月
火
矢
、
鉄
砲
を
打
ち
込
ん
で
攻
め

た
」
と
あ
り
、
「
そ
の
後
、
岩
倉
方
は
、

守
り
切
れ
な
い
と
判
断
し
て
城
を
明
け

渡
し
、
将
兵
は
散
り
散
り
に
退
去
し
た
」

と
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
映
画
や
ド
ラ

マ
に
あ
る
よ
う
な
堀
を
渡
り
、
土
塁
、

石
垣
を
登
っ
て
城
内
に
侵
攻
す
る
よ
う

な
力
攻
め
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
も
読

め
ま
す
。
こ
れ
ま
で
「
岩
倉
城
落
城
」

と
聞
か
さ
れ
て
来
た
の
で
、
城
攻
め
で

炎
上
・
破
壊
さ
れ
た
か
と
思
っ
て
い
た

の
に
そ
う
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

『
信
長
公
記
』
は
、
最
後
に
「
そ
の
後
、

信
長
は
岩
倉
の
城
を
破
壊
」
と
書
く
の

で
、
信
長
も
不
仲
だ
っ
た
と
は
い
え
同

族
？
の
岩
倉
織
田
家
を
全
滅
さ
せ
る
よ

う
な
力
攻
め
を
控
え
た
の
か
も
し
れ
な

い
。 

安 全 標 語 
 

これぐらいと  

 思う気持ちが 事故を生む 


